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Ａ．研究目的 
 日本における高精度放射線治療の実態

を明らかにする。正確で安全な治療が行わ

れているか、医学物理面からモニタリング

する。 

 
Ｂ．研究方法 
 アンケート調査や訪問調査を実施し、各

施設における高精度放射線治療の実態、質

を明らかにする。 
（倫理面への配慮） 
データを収集する際は匿名化を行い、個

人情報の取り扱いは行わない。 

 
Ｃ．研究結果 
 アンケート調査ではなく、訪問調査によ

る聞き取りは、信頼性の高いデータが得ら

れた。施設によって、強度変調放射線治療

の検証方法、Targetとリスク臓器の定義、

計算アルゴリズム、品質管理の項目や頻度

が異なっていた。 

 

Ｄ． 考察 
 施設間でスタッフ数や知識の差が大き

く、均てん化の必要性がある。また、各施

設の担当者は、自施設の運用手法の全国な

位置付けに関心を持っていた。本研究は、

この要望に応えられる初めての試みであ

り、非常に重要で意義があった。 

 
Ｅ． 結論 
 訪問調査によるデータ収集によって、信

頼度の高く、詳細なデータが得られた。 
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集積、解析した。 
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G．知的財産権の出願･登録状況 
  (予定を含む)  
1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  
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